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【警告】
明らかな臨床的創感染を有する患者には慎重に使用すること。

［感染を悪化させるおそれがある。臨床的創感染を有する患者
であっても感染に対する薬剤治療や全身・局所管理をしなが
ら創傷被覆材を併用することが有益と医師が判断する場合に
は、局所の観察を十分に行い、慎重に使用すること。］

【禁忌・禁止】
再使用禁止

【形状・構造及び原理等】
1 ．形状及び構造
本品は海藻類を原料とするアルギン酸塩繊維によって製造さ
れた創傷被覆材である。アルギン酸塩繊維を絨絡してシート
状に成形したものと、絨絡せずに不定型の綿状にしたものと
がある。

2．機能及び動作原理
本品は体液等を吸収し、粘液様のゲル状に変化する性状を持
つ。このゲルが創面に湿潤環境を形成し、組織の新生を助け
治癒を促進する。また、本品は止血作用を促進する。本品の
上からガーゼ、フィルムドレッシング等を当てて固定使用す
る。

【使用目的又は効果】
皮下脂肪組織までの創傷（Ⅲ度熱傷を除く）に対する「創の保護」、
「湿潤環境の維持」、「治癒の促進」、「疼痛の軽減」を目的とする。

【使用方法等】
1）創周囲の健常皮膚を清拭後、必要に応じて創部を消毒し、生理
食塩液等で洗浄する。その後、本品を清潔にした創面に直接貼
付する。皮膚表面からの陥没した創や、皮下には空洞を生じた
創の場合は充填する。

2）本品は、血液又は滲出液を吸収してゲル状に変化するが、血液・
滲出液が少量の場合にはゲル変化が起こらないこともある。

3）創面に接触している表面から血液・滲出液が引き続き出てくる
場合には、新たに重ね貼付するか、交換する。

4）創面に接触している部分がゲル状化し、血液・滲出液が出てこ
ない状態に安定している時には、 2〜 3日ごとの交換でよい。

5）交換剥離時、創面に直接接触してゲル状になった部分とゲル状
にならなかった部分（繊維状のまま残った部分。創周辺部も含
む）は、自然に分離する。ゲル状になって創部に残った部分を
特に除去する必要はない。

6）乾燥した創面に用いる場合には、生理食塩液で湿して貼付する。
7）ガーゼドレッシング、フィルムドレッシング等をセカンドド
レッシングに選択し、本品の上から被覆して固定する。

【使用上の注意】
1 ．重要な基本的注意
1）本品の成分に対してアレルギーを有する患者には使用しない
こと。

2）本品の使用中に、創に本品が原因と推察される臨床的感染が
起きた場合には、使用を中止し、適切な治療を行う。また、
患者の全身状態の悪化、全身管理の不足等によっても、創に
感染症状が現れることがある。感染の兆候に十分注意し、臨
床的感染が認められた場合には、原則として使用を中止し、
適切な治療を行うこと。
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3）本品を使用中に皮膚障害と思われる症状が現れた場合には、
使用を中止し、適切な治療を行うこと。

4）小児への安全性は確立されていない。
2．不具合・有害事象
1）一般的な創傷被覆・保護材の使用において、以下の「有害事­
象」が起こる可能性がある。
＜その他の有害事象＞
・創の感染症状
・­創傷及び周囲の皮膚障害（表皮剥離、浸軟、浮腫、水疱、
発赤、びらん、そう痒、アレルギー、接触性皮膚炎）
・固着
・壊死組織の増加
・疼痛

2）­­本品の国内臨床試験87例104創傷において、本品に由来する
有害事象は認められなかった。（1）市販後調査より回収された
604例において、 4例（0.7％）の有害事象が報告された。内
訳は接触性皮膚炎 2例、アレルギーによる出血 1例、発熱 1
例でいずれも軽度であった。（1992〜1996年　社内資料）

3．その他の注意
1）本品を交換のため剥離したとき、粘液状物質が創面を覆って
いるように見えることがあるが、これはアルギン酸塩が体液
を吸収してゲル状に変化したものであり、必ずしも除去する
必要はない。除去が必要な場合には生理食塩液又は蒸留水で
洗い流すかふき取ること。

2）本品は湿潤環境を形成し、創の治癒を促進する被覆材である。
もし使用中にゲル化した本品が乾燥すると、創面に付着する
場合があるが、除去には生理食塩液を使用する。滲出液が少
量の場合は、湿潤環境を保つため生理食塩液で湿すとよい。
乾燥した本品を除去する際は、生理食塩液等で湿らしてしば
らく放置し、再度ゲル化を起こさせるとよい。

3）創面での他の消毒剤、薬剤併用については、本品の効果を阻
害しないよう十分慎重に検討すること。

4）本品は局所管理の目的で使用されることから、褥瘡に使用す
る場合、体位変換や栄養の改善等も同時に実施する必要があ
る。本品を使用した場合でも、従来の全身管理は必ず継続す
ること。

5）本品は滲出液を吸収保持し、ゲル状に変化する。ゲル状に
なった本品は淡黄白色であるが、その下の組織の見え方によ
り膿様を呈することもある。ただし感染による場合もあるの
で、注意すること。

【臨床成績】1）
104例（採皮創36例、熱傷23例、削皮創10例、褥瘡13例、皮膚潰瘍
9例、一般創傷13例）に用いた。
表皮形成、肉芽形成等に効果がみられ、有効以上の判定は85.6％
（89/104）であった。

【保管方法及び有効期間等】
保 管 方 法：室温保存
保管の条件：高温、多湿を避ける。
有 効 期 間：外箱Exp参照（自己認証による）
使 用 期 間：単回で最長 7日間（自己認証による）
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